
一
元
化
は
無
理
で
も
、施
設
機
能
が
一
体

化
に
向
か
う
の
で
あ
れ
ば
、こ
の
こ
と
を

き
っ
か
け
に
保
育
内
容
の
均
質
化
と
未
来

を
つ
く
る
子
ど
も
に
掛
け
る
投
資
に
も

期
待
で
き
、親
と
保
育
者
、そ
し
て
地
域

の
大
人
に
よ
る
社
会
で
の
子
育
て
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
国
の
方
策
の
中
、兵
庫
教

育
大
学
で
は
、幼
年
教
育
コ
ー
ス
を
中
心

に
、小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
0
～
5

歳
児
を
対
象
に
し
た
教
育
の
充
実
を
図

る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
ず
、幼
稚

園
教
諭
・
保
育
士（
合
わ
せ
て
「
保
育
教

諭
」）を
養
成
す
る
立
場
と
し
て
、「
保
育

教
諭
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
策
定
や
大
学
院

で
の「
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
資
格
取
得
を
実
施
し
て
い
ま
す
。い
ず

れ
も
国
立
大
学
初
の
、兵
庫
教
育
大
学
独

自
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
研
究
の
柱
と
し
て
、26
年

度
か
ら
は
文
部
科
学
省
特
別
経
費
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
高
度
な
専
門
職
業
人
の
養
成

や
専
門
教
育
機
能
の
充
実
）に
採
択
さ
れ

た
事
業「
大
学
の
機
能
強
化
と
し
て
の
就

学
前
教
育
専
門
職
養
成
の
高
度
化
と
幼

小
連
携
を
含
め
た
総
合
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
」を
展
開
し
て
い
ま
す【
図
1
】。一

連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を「
プ
レ
研
」（
就
学

前
教
育
＝
プ
レ
ス
ク
ー
ル
の
研
究
）と
呼

ん
で
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て
子
育
て
支

援
ル
ー
ム「
G
E
N
K
i

」の
設
置
と
、地

域
に
貢
献
す
る
形
で
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

G
E
N
K
i

の
名
称
はG

eneration

（
世
代
）、Education
（
教
育
）、Nurs-

ery

（
保
育
）、Kids

（
子
ど
も
）と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
の
頭
文
字
で
、昨
年
10
月
、

加
東
キ
ャ
ン
パ
ス
山
国
地
区
に
あ
る「
や

ま
く
に
プ
ラ
ザ
」
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

開
所
以
来
、27（
2
0
1
5
）年
4
月
末
で

2
0
0
人
の
登
録
者
を
数
え
る
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す【
図
2
、3
】。子
ど
も
の
年

齢
は
0
～
2
歳
が
8
割
以
上
を
占
め
、毎

回
、新
し
い
親
子
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

G
E
N
K
i

で
は
、幼
保
一
体
化
と
し

て
、附
属
幼
稚
園
と
の
連
携
も
強
化
し
て

い
ま
す
。0
～
2
歳
は
親
子
で
来
て
、ゆ
っ

た
り
と
時
間
を
か
け
て
良
い
親
子
関
係

を
築
く
こ
と
を
第
1
の
目
的
と
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、3
歳
か
ら
は
幼
稚
園
へ
の

入
園
で
友
達
と
の
関
わ
り
の
中
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。ま
た
、孤
立
し
が
ち
な
親
同

士
や
、学
生
、祖
父
母
世
代
と
い
っ
た
多
世

代
の
交
流
の
場
に
も
な
り
ま
す
。こ
の
よ

う
に
、子
ど
も
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
人
た
ち
が
継
続
し
て
関
わ
る
こ

と
で
、お
互
い
に
育
ち
育
て
ら
れ
、大
学

や
附
属
施
設
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

※�合計特殊出生率：一人の女性が一生の�
間に生むとしたときの子どもの数�
（参考：厚生労働省ホームページ）

就学前教育

大学

○学部・大学院のカリキュラム開発 ○子育て支援ルームでの実証研究 ○兵教大子ども・子育て会議
○附属学校園との連携による実践研究 ○園内外の先進例の調査 ○地域連携事業

【図1】就学前教育カリキュラム研究開発の構造図

就学前教育の在り方、小学校への連携を踏まえた総合的カリキュラム開発

【図２】GENKiの登録者数の推移

【図３】年齢別の利用割合（4月末日までの年齢）

養成の高度化 地域研修

▶�ひょうご地域子育て支援
大学間連絡協議会
▶教育委員会
▶子育て支援担当課

保育教諭スタンダードの
開発（学部）

幼保一体化施設
子育て支援モデルの構築

就学前教育専門職の
地域研修モデルの構築

就学前教育専門職
養成の教育課程の開発

子育て支援コーディネーターの
養成（大学院）

附属幼稚園
小学校

子育て支援
ルーム設置

連携効果の検証

実習と評価の検証 研修効果の検証
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わ
が
国
で
は
少
子
化
が
急
速
に
進

ん
で
お
り
、平
成
26（
２
０
１
4
）

年
の
合※

計
特
殊
出
生
率
は
前
年
を
下
回

る
1
・
42
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、社

会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
、24（
２
０
１
2
）年
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
」「
認
定
こ
ど
も
園
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」「
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律（
児
童
福

祉
法
等
の
改
正
）」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
内
容
は
、質
の
高
い
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
、保

育
の
量
的
拡
大
・
確
保
策
の
展
開
、地

域
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、従

来
の
子
育
て
支
援
施
策
「
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
も
踏
ま
え
、27（
２
０ 

１
5
）年
3
月
ま
で
に
地
方
自
治
体
を
中

心
に
地
域
の
子
育
て
支
援
を
充
実
す
る

計
画
が
急
ピ
ッ
チ
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
健
や
か
な
子

ど
も
の
育
ち
を
促
す
と
い
う
就
学
前
教

育
の
理
念
は
同
じ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

幼
稚
園
と
保
育
所
は
明
治
初
年
か
ら
二

元
化
が
続
い
て
い
ま
し
た
。し
か
し
現
在
、

北
欧
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
の
幼
児
教

育
先
進
国
は
幼
保
一
元
化

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、乳

幼
児
期
の
遊
び
を
通
し
て

形
成
さ
れ
た
情
緒
の
安

定
、認
知
能
力
、社
会
性

は
学
び
の
基
礎
で
あ
る
こ

と
、ま
た
、そ
の
能
力
の
獲

得
は
親
の
就
労
形
態
に

よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、乳
幼
児
は
等

し
く
同
じ
保
育
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、少

子
化
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

異
年
齢
の
中
で
の
関
わ
り

は
成
長
に
と
っ
て
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。し
た

が
っ
て
、養
護
と
教
育
の
融
合
を
考
慮
し

な
が
ら
、長
い
目
で
一
人
一
人
の
子
ど
も

の
発
達
を
し
っ
か
り
見
て
保
育
す
る
と
い

う
、子
ど
も
の
健
や
か
な
発
達
を
促
す
こ

と
に
着
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
、18（
２
０
０

6
）年
に
は
、ヘ
ッ
ク

マ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
学
者
ら
が
社

会
投
資
的
な
観
点
か
ら
、乳
幼
児
期
へ
の

投
資
効
率
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発

機
構
）で
就
学
前
教
育
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
、各
国
の
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。ま
た
、就
学
前
教
育
の
質
が
貧
困
と

関
連
し
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、わ
が
国
に
お
け

る
新
制
度
の
実
施
は
、画
期
的
な
一
歩
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。同
時
に
、幼
保
一
体

化
も
含
め
た
0
歳
か
ら
の「
遊
び
を
通
し

た
学
び
」と
い
う
保
育
の
質
の
具
体
的
内

容
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
層
求
め
ら
れ
ま

す
。現
在
、わ
が
国
に
お
け
る
各
省
庁
の

副理事（就学前教育・研究推進担当）�
幼年教育コース教授

就学前教育カリキュラム研究開発室室長

名
な

須
す

川
かわ

知
とも

子
こ

就学前教育
就学前の乳幼児の教育・保育の質の向上のため、平成27（2015）年4
月から「子ども・子育て支援新制度」がスタートしました。子育ての社会
化として、認定こども園を含めた子育て支援のさらなる充実が進んでい
ます。兵庫教育大学でも子育て支援ルーム「GENKi」を開設し、学生の
専門職性と地域の子育て支援事業の充実を目指して取り組んでいます。

教育最前線
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（イチオシのおもちゃ）

子育てアドバイザー
臨床発達心理士
就学前教育カリキュラム研究開発室特命助教

高
たか

畑
はた

芳
よし

美
み

子ども用トイレに温座を導入。トイレトレーニ
ング中の子も、「温かい」と面白がって座って
いるうちに、パンツを脱いでできるようになり�
ます。成功体験が子どもの自信につながり、外
出先でトイレに行けるようになったという子も。

ピンクが基調の優しい色合いの室内に、子どもたちが自由
に遊べるこだわりのおもちゃがいっぱい。それぞれ、発達段
階に応じた動線を考えて配置しています。

ジャンピングカートレイン
ベック社
偶然に置いただけでも木の車がコトコトと
音を立てながら落ちていくので0歳児も遊
べます。木製
で角が丸く
処理されて
いるので安
全です。

学生の手作りおもちゃ
さまざまな音が鳴るフェルトの積み木、魚
釣りのセットなどは、学生たちが授業の一
環で作成。完成後も子どもたちが遊ぶ様
子を観察し、もっと喜んでもらえるようにと
工夫を重ねたもので、保護者からも大好
評です。

フェルトの魚
切り込みを入れボタンを付けただけの簡
単な手作りおもちゃ。どんどんつなげていく
ことが子どもには楽しく、遊ぶうちに手先
が器用になります。

◎スタッフ厳選のおもちゃ
子どもたちが何度も繰り返し遊び込むことができるような、年
齢に合わせた良質なおもちゃを置いています。特に、木のお
もちゃは少々乱暴に扱っても壊れず、手触りもいいのでお薦
めです。角がなく、たとえ投げたりしても大きなけがにつながら
ないような大きさのものを選んでいます。

◎配置の工夫
出入り口付近では人の往来が気になって遊びに集中でき
ずに走り回ったりすることがあるため、入室してすぐ目に付く
所には誰でも遊べるボールプールを、集中して遊べるままご
とセットなどは奥の方に置いています。2歳以下の子向けに
は、おむつを替えやすいよう、ロッカーに近い場所に親子で
遊べるスペースを確保しています。

専門スタッフ

トイレ

げんきルーム

もともと幼稚園の教員として発達障害のお
子さんたちへの指導を担当していました。こ
こでは個別に時間を設けて相談に応じるこ
ともありますが、お母さんたちが構えなくても
いいような、さりげない＂横並びの子育て相
談＂を普段から心掛けています。ささいなこ
とかもしれないけれど保護者にとっては大
事件というような悩みを聞いて、一緒に解
決していければと思っています。

最近は口コミなどで利用者がどんど
ん増え、1日に20〜25組ほどが訪
れます。子どもの発達段階を考えた
工夫がいっぱいなので、保護者の
皆さんにあらためてここの良さを説
明しなくても、施設にあるものから
感じ取ってもらえているからだと思
います。また、ボランティアとして運
営に携わってくれている学生たちに
は、ここでたくさんの経験を積み重
ねて現場で生かしてほしいです。

※�げんきルームの遊具のレイアウトは�
変更することがあります

子育てアドバイザー
就学前教育カリキュラム研究開発室特命助教

礒
いそ

野
の

久
く

美
み

子
こ

楽器コーナー

お絵かきコーナー

インフォメーション
▶開室日時／月曜、火曜、木曜（祝休日を除く）9時〜12時　▶対象／主に0歳から未就園の乳幼児と保護者
▶問い合わせ／加東市山国2007-109　40795・40・2231
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教育最前線

広い室内で親子がゆったりと過ごしながら仲間づくりや子育ての情
報交換などをできる場所として、週3日、乳幼児とその保護者に無
料で開放している子育て支援ルーム「GENKi」。理論と実践の融
合を目指し、室内は細部にわたってさまざまな工夫を施しています。
保育経験のある2人の専門スタッフがこだわりの一部を紹介します。

学校教育学部
幼年教育系コース4年

知
ち

平
ひら

由
ゆ

梨
り

子
こ

さん

打ち合わせをするスペースやボ
ランティアスタッフの荷物置き
場などとして活用しています。

室内から直接出られる
ウッドデッキは、親子で安
心して遊べるよう、衛生
面に配慮した砂場があり
ます。ここで砂場デビュー
した子どもたちも増えて
きました。

黄色とオレンジを基調にし
た親子のための休養室
で、くつろげるようにソファ
や授乳用のついたてを用
意。お薦めの絵本をたくさ
ん用意し、座って読み聞か
せできるようにカーペットを
敷いています。

受付で渡す名札は、ひと
目で年齢が分かるように
色分け。保護者がわが子
より少し先の成長を確認
できたり、同じ年齢の子を
持つ親同士が会話する
きっかけになったりします。

ボランティアの学生の声

利用者の声

スタッフルーム

砂場

受付

ほっとルーム

「GENKi」
子育て支援ルーム

家から近く、オープン初日から通っ
ています。ここにあるのは安全なも
のばかりなので、安心して遊ばせ
ることができて助かっています。頭
や体を使ういろいろなおもちゃが
置いてあり、それらで遊んでいる様
子を見て、娘は体を動かすのが好
きなんだと発見できました。

ここに通うようになって、娘が前よ
り社交的になりました。人見知り
や場所見知りをしなくなり、先生と
いう存在の認識もできたようです。
おもちゃが増えたり季節ごとに飾
り付けが変わったりと、子どもが飽
きないように工夫されているのも
いいですね。

卒業研究で子育て支援を取り上
げたいと思い、4月から週1回の
ペースで通っています。保育士を
目指しており、子どもと関わる機
会を持てるのはありがたいです
ね。普段、学校では体験できない
ことを経験させてもらっています。
特に、現場経験が豊富な先生
方の子どもとの接し方は、見てい
てとても勉強になります。

施設紹介
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